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11:20  ㅖ㐃⤡ 

（5）午後の部  

    12:15～13:30  2年生全員および 3年生有志によるポスター発表（計 78ポスターをᒎ♧） 

（6）運営指導委員会 

13：50～15：20 午後の部の⤊஢後，運営指導委員会を㠀බ開で実施した。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 午前の部，生徒の司会の様子 図 2 午前の部，口頭発表の様子 

図 3 午後の部，ポスター発表の様子 図 4 午後の部，ポスター発表の様子 
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22002244（（RR66））年年度度をを振振りり返返っってて 

副校長 溝 口 恵 

11..  研研究究活活動動 

① スーパーサイエンスハイスクール（SSH） 

「女性の力をもっと世界に 〜 協働的イノベーターとイノベーションを支える市民の育成 〜 」をテ

ーマとしたスーパーサイエンスハイスクール（SSH）Ⅰ期5年間（基礎枠）の指定が昨年度で終了し,新

テーマ「科学の力で未来を共創する女性リーダー育成カリキュラムの実践」を掲げてⅡ期指定（基礎

枠）を受け,5年間の教育課程の開発を開始した。 

1学年に「数学探究」（数学の学校設定科目 必修1単位）を新設し,数学的好奇心を引き出し,論理的

思考力や未知の課題に取り組む粘り強さを育成する。授業は講義形式のほか,アクティブラーニングの

機会を確保した。また,1学年の教科「課題研究」を「課題研究入門」（必修1単位）と「課題研究Ⅰ」

（必修1単位）に分け,「課題研究入門」では,幅広い学問分野に触れながら,課題研究に向かう関心・意

欲・態度を醸成,「課題研究Ⅰ」では理科・数学・情報の3教科の切り口から科学的探究力の基礎となる

知識・技能を融合的・体験的に学習する。2学年の「課題研究Ⅱ」（必修3単位）では,生徒自らが設定

した（個人またはグループ併せ）66研究テーマの探究活動を行った。3学年の「課題研究Ⅲ」（選択1単

位）では12組15名の生徒が「課題研究Ⅱ」の研究を更に進め，学会・コンテストを含む発信活動を行っ

た。3学年「総合的な探究の時間」（必修1単位）では，前期は「課題研究Ⅱ」の成果等を踏まえ,科学

的探究と ELSI の観点等からの探究活動を行い,個人レポートにまとめた。後期は各自のレポートを持ち

寄り,複数分野の課題解決に資する科学のあり方を議論する活動を実施した。 

SSH運営指導委員会は6月，3月に計2回開催した。 

年間を通して延べ164名の生徒が，校外の研究成果発表会や各種コンテスト（JSEC2024（高校生・高

専生科学技術チャレンジ）優秀賞受賞4組，WPI 日本サイエンスシンポジウム優秀賞受賞,第10回高校生

シンポジウム優秀賞受賞）に参加した。3月20日（木）に SSH 生徒成果発表会を実施した。代表生徒に

よる発表会と,2年生全員及び3年生有志が取り組んだ研究のポスター発表を行った。詳細については生

徒研究成果集を参照されたい。また，今年度の研究及び成果の詳細については SSH 研究開発実施報告書

を参照されたい。 

   2023年度に引き続き SSH コーディネーター事業採択校となり,3名のコーディネーターを活用。事業の

一企画として,11月6日（水）,工学分野で活躍する女性研究者2名をパネリストに,科学者を目指す高校

生のためのシンポジウム「工学系女子の世界－理系女性のキャリアパス－」を一般公開した。 
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ղ ࠾Ⲕの水女子኱学との高኱㐃ᦠ 

2005(ᖹ成17)年度にスタートした高኱㐃ᦠ≉ู教育プࣟグラムの19年目が終了した。2019年度入学生

からアカデ࣑ࢵク࢞イダンス（探究方ἲの学び）とキャリア教育を融合した取組を኱学・高校教員の㐃

ᦠのもとに研究・開発,「問いを❧てる」をテーマとして「総合的な探究の時間」に「新教㣴基礎」を

開講していたが,2024年度から学校設定教科「課題研究」の㸯科目「課題研究入門」とした。今年度は

Ⲕの水女子኱学ᩥ教育学㒊4名，理学㒊3名，生活科学㒊㸯名,共創工学㒊2名の計10名の教員による授࠾

業を኱学講ᇽで実施し，理学㒊と共創工学㒊の計4授業（㠀⥺形科学，情報工学,数学,生体ᮦᩱ工学）

を女子୰学生の保ㆤ者及び学外教員等࡬公開した。3年生の「選択基礎」は9名が受講し，11月の≉ู選

ᢤを⤒て࠾Ⲕの水女子኱学に進学した。9名のෆヂはᩥ教育学㒊4名，理学㒊1名，生活科学㒊4名である。 

㝃ᒓ高校2・3年生をᑐ㇟とする኱学の公開授業は，延べ83名（ᒚ修48名，⫈講35名）が受講した。㝃

ᒓ高校生向けキャリア࢞イダンスは1年生をᑐ㇟に3月に実施した。人ᩥ科学11講ᗙ，人間科学・♫会科

学10講ᗙ，自↛科学11講ᗙの合計32講ᗙが設定され,全講ᗙが開講となり,39名の኱学教員に協力いただ

いた。 

኱学教員による授業は,≉ู教育プࣟグラム௨外に,「課題研究Ⅰ」及び「課題研究Ⅱ」に࠾いて4

回,1年保೺（がん教育）,3年選択生≀（実験）に࠾いて計3回,2年生ᑐ㇟に≉ู授業「科学の知ぢが㏆

代ᩥ学に୚えたᙳ㡪」が実施された。 

኱学の研究ᡤとの共催としては，理系女性育成ၨ発研究ᡤと協働し,7月28日（日）に「女子୰高生の

ためのグࣟーࣂル講₇会－サイエンスから世界࡬－」（本校୺催）を,9月29日（日）に「第4回ࣟࣇント

ランࢼーࢼ࣑ࢭー」（࢜ンライン㸹研究ᡤ୺催）を実施した。 

SDGs ᥎進研究ᡤ୺催の全学ࣇーࢻࢻライブ（6月7日（㔠）㹼13日（木））ではア࢞ࣇン・࣎ランティ

ア㒊有志生徒によるၨ発活動を㍈に協力した。 

኱学ᅜ㝿஺ὶ事業基㔠ᅜ㝿஺ὶ女性事業・外ᅜ人研究者ᣍ⪸事業として,1月27日（月）にコンࣆテン

シー育成開発研究ᡤ ẚ㍑日本学教育研究㒊門୺催（本校共催）による,ストラスブール኱学女性研究

者エࣦリン・ルシーニュ・࢜ࢻリඛ生による㝃ᒓ高校生ᑐ㇟の講₇会が行ࢃれ,11名の生徒が参加した。 

ճ ᮾி科学኱学との高኱㐃ᦠ 

ᮾி工業኱学は10月にᮾி་科ṑ科኱学と⤫合し,ᮾி科学኱学となった。11月24日（日）に女子高

校生をᑐ㇟とするᑐ㇟校㝈定企画の「One-Day Science Tokyo ᮾி科学኱（理工学系）一日体験入学 

2024」が開催され,㸯・2年生12名が参加した。ウインターレクチャー（1・2年生全員，3年生ᕼᮃ者ᑐ

㇟）は開催がぢ㏦られた。  
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մ ⟃Ἴ኱学との高኱㐃ᦠ 

⟃Ἴ኱学㝃ᒓ高等学校との㐃ᦠキャリア教育プࣟグラムである「高校生のための合ྠキャリア࢛ࣇー

ラム」（୧校1年生ᑐ㇟）では,ᮾி኱学カブリ数≀㐃ᦠᏱᐂ研究機ᵓ 副機ᵓ長・㧘⏣ᫀ広Ặの講₇

（テーマ「⭾ᙇするᏱᐂを研究するኳᩥ学者とは」）を11月4日（ᅵ）に኱学講ᇽで実施した。WWL事業

の⿕ᥦ౪校として,⟃Ἴ኱学高኱᥋続科目のඛ取ᒚ修ไ度のヨ行が開始された。 

յ 発表会等の公開 

9月20日（㔠），24日（ⅆ）に2学年「課題研究Ⅰ」の୰間発表会,3月20日（木）に2・3年生の課題研

究生徒成果発表会を実施した。 

ն 㝃ᒓ学校ᅬの㐃ᦠ研究 

11のテーマู㒊会があり，高校からは10の㒊会と運営委員会に参加し事業報告を行った。 

 շ ࡑの௚の研究発表 

  ・≀理教育研究会 APEJኟ期኱会（8月）ᮅ಴ᙯ 

   「ὶ体力学に“ちࡻっと”触れると工学に“ࡄっと”㏆ࡃなる探究活動の実践」 

  ・第4回日本ダンス研究会（10月）୸ᒣ実ⰼ 

   「生徒はダンスのఱをぢているのか －ダンスᫎീ㚷賞のど点－」 

  ・日本保೺科教育学会 第9回研究኱会（12月）୸ᒣ実ⰼ 

   「保೺の授業で育成される資㉁・能力に関する一考ᐹ －生徒の自ぬするエージ࢙ンシーについて－」 

  ・JACET教育問題研究会 ゝㄒ教育エキスポ2025（3月）㔠子㯞子 

「生成 AIを活用した高校生のⱥᩥエࢭࢵイライティングの指導」 

 ո 全ᅜᅜ❧኱学㝃ᒓ学校㐃┕高等学校㒊会及び日本教育኱学協会高等学校㒊門の㒊会長校をᢸᙜ（2023

㹼2024年度）し,第65回全ᅜᅜ❧኱学㝃ᒓ学校㐃┕高等学校㒊会 教育研究኱会を10月11日（㔠）・12

日（ᅵ）に開催した。全体会・高等学校㒊会総会（出ᖍ者95名）,4分科会㹙ᆅṔ公民分科会（発表15,

出ᖍ者25名）,外ᅜㄒ分科会（発表14,出ᖍ者21名）,生活指導分科会（発表10,出ᖍ者21名,講₇会㸹

テーマࠗ高校生の「問題行動」の理解と支᥼㹼୙Ⓩ校・㠀行・レジリエンスの心理学㹼࠘ 講₇者㸹

ఀ⸨኱ᖾẶ・高ᶫဴẶ・ᖹ野┿理Ặ・ᒣ⏣⨾✑Ặ（࠾Ⲕの水女子኱学生活科学㒊心理学科教員））,㝃

ᒓのあり方分科会（発表11,出ᖍ者34名）㹛,全体会講₇会㸹テーマࠗジ࢙ンダーࢻイノベーションと

教育࠘ 講₇者㸹▼஭クンᫀࢶ子Ặ（࠾Ⲕの水女子኱学 理事・教授 ジ࢙ンダーࢻ・イノベーショ

ン研究ᡤᡤ長） 
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22..  ㄪㄪᰝᰝ研研究究౫౫㢗㢗  

 学ෆ外から3௳のㄪᰝ研究の౫㢗があった。 

① ඣ❺・生徒のレジリエンスを理解・育成するࢶールの開発に向けた基礎ㄪᰝ㸹発㐩的≉ᚩ࠾よび₯

ᅾ的なᑐฎ力をアࢭス࣓ントするど点の᳨ウ  

（ᖹ野 ┿理㸸࠾Ⲕの水女子኱学኱学㝔 基ᖿ研究㝔 人間科学系 教授） 

ղ データサイエンスを活用したダンス授業指導のຠ果ホ౯と指導ࣔデル⟇定 

  (ᅵ⏣ 修ᖹ㸸࠾Ⲕの水女子኱学 ᩥ理融合 AI・データサイエンスࢭンター 講ᖌ) 

ճ ୺ᶒ者教育を⤒験したᑠ学校༞業生の୺ᶒ者意識に関する㏣㊧踏ᰝ研究 

  （బ⸨ Ꮝ⨾㸸ᩗឡ኱学 教育学㒊 子࡝も教育学科 ෸教授） 

 

33..  学学校校ゼゼ問問・・授授業業参参観観 

 27௳の学校ゼ問・授業参観を受け入れた。   

① 4月5日・30日 ᮾி㒔❧ᡞᒣ高等学校より教員1名，生徒10名  SSH㐃ᦠ 

ղ 4月23日 ࢜ーストラリア・ラトࣟーブ኱学,ࣅクトリアᕞᨻᗓより3名 Ᏹᐂ実験教ᐊᥦ౪ 

ճ 5月9日  Ⱚᾆ工業኱学・より名㄃教授1名 SSHどᐹ 

մ 5月9日  ྎ໭市❧第一女子高⣭୰学校長,ྎ໭市❧㝧᫂高⣭୰学校長 どᐹ 

յ 5月14・17日 Ⱚᾆ工業኱学より名㄃教授1名 SSHどᐹ 

ն 5月30日 ᪩✄⏣኱学グࣟーࣂルエデュࢣーションࢭンターより教授1名 どᐹ 

շ 6月3日  ⚄ᡞ኱学㝃ᒓ୰等教育学校（࢜ンライン）  SSH㐃ᦠ 

ո 6月4・11・18日 ඖᮾᾏ኱学教授1名 1年体育（ダンス）授業どᐹ 

չ 6月6日  රᗜ┴❧ጲ㊰す高等学校（࢜ンライン） SSH㐃ᦠ 

պ 6月18日 රᗜ┴❧加ྂᕝᮾ高等学校（࢜ンライン）SSH㐃ᦠ 

ջ 6月25日 長ᓮ┴❧ᕝᲴ高等学校より1名，ྠ┴❧ᯇᾆ高等学校より1名 理科・数学授業どᐹ 

ռ 7月5日  日本⤒῭新⪺♫より1名 ᐙᗞ科取ᮦ 

ս 7月17日 㮵ඣᓥ┴❧㮵ඣᓥ୰ኸ高等学校より1名  SSHどᐹ 

վ 7月17日 ᅜ❧ኳᩥྎ ≉ูᐈ員研究員1名 課題研究Ⅰポスターࢵࢭションどᐹ 

տ 8月㸯日 グࣟーࣂル教育出∧より2名 学校取ᮦ 

ր 9月3日  ノーベル㈈ᅋアウトリーチ㒊門より3名 

ց 9月20日 ⚟஭┴❧ⱝ⊃高等学校より3名 ᆅṔ公民・ⱥㄒ授業どᐹ 
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（ᖹ野 ┿理㸸࠾Ⲕの水女子኱学኱学㝔 基ᖿ研究㝔 人間科学系 教授） 

ղ データサイエンスを活用したダンス授業指導のຠ果ホ౯と指導ࣔデル⟇定 

  (ᅵ⏣ 修ᖹ㸸࠾Ⲕの水女子኱学 ᩥ理融合 AI・データサイエンスࢭンター 講ᖌ) 

ճ ୺ᶒ者教育を⤒験したᑠ学校༞業生の୺ᶒ者意識に関する㏣㊧踏ᰝ研究 

  （బ⸨ Ꮝ⨾㸸ᩗឡ኱学 教育学㒊 子࡝も教育学科 ෸教授） 

 

33..  学学校校ゼゼ問問・・授授業業参参観観 

 27௳の学校ゼ問・授業参観を受け入れた。   

① 4月5日・30日 ᮾி㒔❧ᡞᒣ高等学校より教員1名，生徒10名  SSH㐃ᦠ 

ղ 4月23日 ࢜ーストラリア・ラトࣟーブ኱学,ࣅクトリアᕞᨻᗓより3名 Ᏹᐂ実験教ᐊᥦ౪ 

ճ 5月9日  Ⱚᾆ工業኱学・より名㄃教授1名 SSHどᐹ 

մ 5月9日  ྎ໭市❧第一女子高⣭୰学校長,ྎ໭市❧㝧᫂高⣭୰学校長 どᐹ 

յ 5月14・17日 Ⱚᾆ工業኱学より名㄃教授1名 SSHどᐹ 

ն 5月30日 ᪩✄⏣኱学グࣟーࣂルエデュࢣーションࢭンターより教授1名 どᐹ 

շ 6月3日  ⚄ᡞ኱学㝃ᒓ୰等教育学校（࢜ンライン）  SSH㐃ᦠ 

ո 6月4・11・18日 ඖᮾᾏ኱学教授1名 1年体育（ダンス）授業どᐹ 

չ 6月6日  රᗜ┴❧ጲ㊰す高等学校（࢜ンライン） SSH㐃ᦠ 

պ 6月18日 රᗜ┴❧加ྂᕝᮾ高等学校（࢜ンライン）SSH㐃ᦠ 

ջ 6月25日 長ᓮ┴❧ᕝᲴ高等学校より1名，ྠ┴❧ᯇᾆ高等学校より1名 理科・数学授業どᐹ 

ռ 7月5日  日本⤒῭新⪺♫より1名 ᐙᗞ科取ᮦ 

ս 7月17日 㮵ඣᓥ┴❧㮵ඣᓥ୰ኸ高等学校より1名  SSHどᐹ 

վ 7月17日 ᅜ❧ኳᩥྎ ≉ูᐈ員研究員1名 課題研究Ⅰポスターࢵࢭションどᐹ 

տ 8月㸯日 グࣟーࣂル教育出∧より2名 学校取ᮦ 

ր 9月3日  ノーベル㈈ᅋアウトリーチ㒊門より3名 

ց 9月20日 ⚟஭┴❧ⱝ⊃高等学校より3名 ᆅṔ公民・ⱥㄒ授業どᐹ 
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 ᪩✄⏣኱学教⫋員኱学㝔生2名,JSTより1名 

ւ 10月22日 ⚟ᒸ┴❧᫂ၿ高等学校より1名，ྠ┴❧新ᐑ高等学校より1名 情報Ⅰ授業どᐹ 

փ 10月23日 JSTさࡃらサイエンス・ハイスクールプࣟグラム 教員11名,生徒47名 ஺ὶ 

ք 10月28日 IALS(ᅜ㝿実験学校協会)から教育関ಀ者18名 授業ぢ学・学校どᐹ 

द 11月8日  ⚟ᓥ┴❧Ᏻ✚高等学校より教員5名 生徒40名 課題研究Ⅰどᐹ及び生徒஺ὶ 

ध 11月14日 ⊂❧行ᨻἲ人日本学術振⯆会 ᅜ㝿事業㒊 人≀஺ὶ課より3名  

サイエンスダイアࣟグどᐹ  

न 11月27日 ⟃Ἴ኱学㝃ᒓ㥖ሙ高等学校より3名  数学授業どᐹ 

ऩ 11月27日 ᐑᓮ┴❧高㘠高等学校より3名 ᐑᓮ኱学より1名 学校どᐹ 

प 11月28日 ኱㜰ᗓ❧ኳ⋤ᑎ高校より2名 SSHどᐹ 

फ 2月4日   ᩥ㒊科学┬ 教育課程ㄪᰝᐁ2名  教育課程実践᳨ド協力校事業受入どᐹ 

ब 2月12日  㟼ᒸ┴総合教育ࢭンターより6名 課題研究Ⅰ授業及び㝃ᒓ㐃ᦠ研究どᐹ 

  

44..  ᅜᅜ㝿㝿஺஺ὶὶ，，学学外外活活動動等等  

① ྎ‴研修 

10月16日（水）㹼19日（ᅵ）2年生32名が，ྎ໭市のྎ‴୰ኸ教育㝔（アカデ࣑アシニカ）をゼ問し, 

㎰業生≀科の女性研究者による≉ู講義を受講した。またᥦᦠ校のྎ໭市❧第一女子高⣭୰学（໭一 

女）生徒と自らの研究について,グループ発表・ディスカࢵションを行ったほか,合ྠでグループを設 

け,プレࢮン発表を行った。コࣟࢼ⚝௨㝆୰Ṇしていた࣍ームステイ（1Ἡ）を実施した。 

 ղ JST୺催さࡃらサイエンス・ハイスクールプࣟグラム受入 

   10月23日（水）アルࢮンチン・ࣂングラディシュ・ラ࢜ス・マレーシア・パプアニューࢠニアから高

校生48名,引⋡教員11名が来校し,授業体験,各࣍ームルームでの஺ὶ,教員஺ὶのほか, ᮾி኱学኱学

㝔情報理工学系研究科教授による講₇会を実施した。 

ճ ⚟ᓥࣇィール࣡ࢻーク 

   11月24日（日）㹼26日（ⅆ）1・2年生19名が,⚟ᓥ┴に࠾けるᮾ日本኱㟈⅏及び⚟ᓥ第一ཎ子力発㟁

ᡤ事ᨾのᙳ㡪と᚟⯆についてࣇィール࣡ࢻークを実施した。཮ⴥ⏫ᮾ日本኱㟈⅏・ཎ子力⅏ᐖఏᢎ㤋,

㟈⅏㑇ᵓᾉỤ⏫ㄳᡞᑠ学校,⚟ᓥ水⣲研究ࣇィールࢻᲴሷ⏘業ᅋᆅ,⚟ᓥ第一ཎ子力発㟁ᡤᵓෆ（ཎ子

⅔ᘓᒇ1ྕ機㹼4ྕ機含む）・ởᰁ水ฎ理施設等のどᐹ,㒆ᒣ市・ᅜ❧研究開発ἲ人⏘業技術総合研究ᡤ

⚟ᓥ෌生ྍ能エネルࢠー研究ᡤぢ学のほか，ALPSฎ理水のᾏὒᨺ出開始にకうᙳ㡪について，⚟ᓥ┴

- 135 -



6 
 
 
 
 

⁺業協ྠ組合㐃合会からヰをఛった。 

 մ プレ᭱ඛ➃ࣇィール࣡ࢻーク 

   11月 29日（㔠）2年生22名がᮾ໭኱学㟷ⴥᒣ新キャンパスෆにある㸱GeV 高㍤度ᨺᑕග施設（Nano 

Terasu）をぢ学した。 

    

55..  ココࣟࣟࢼࢼ⚝⚝（（22002200年年度度））かからら55年年目目のの教教育育活活動動  

 ୺な教育活動はコࣟࢼ⚝௨前にᡠして実施したが，体育⚍・ᩥ໬⚍ではコࣟࢼ⚝での運営形態を一㒊⥅続

している。 

ᑐ㠃式・始 ，（の保ㆤ者2名出ᖍ，ᅾ校生出ᖍ，来㈱出ᖍ,ḷၐありࡑ4月 新入生及び）実施行事㸸入学式ࠐ

業式・╔௵式（4月 体育㤋）， 3年修学᪑行（4月 4Ἡ5日  Ἀ⦖本ᓥ及び▼ᇉᓥ）， Ḽ㏄会・自἞会選ᣲ（4

月）， 1年学年合ᐟ（5月 2Ἡ3日 ㄶゼ方㠃）， 体育⚍（5月༙日，保ㆤ者・来㈱参観あり)， 保ㆤ者授業参

観（6月）， 学校ㄝ᫂会（6月 ᑐ㠃,9月㹼3月࢜ンデマンࢻ㓄信）， ᩥ ໬⚍（チࢵࢣトไ㸸一般，㝃ᒓ女子୰

生，本校保ㆤ者，ྠ㝃ᒓ校ᅬ保ㆤ者（ᅬඣ・ᑠ学生ྠకྍ），༙日枠設定入᭰ไ，ㄪ理㈍኎なし）， ダンス

コンクール（10月 保ㆤ者参観あり)， ⓑ⋢を㣗べる会（3月), Ḽ㏦会（3月)， ༞業式（3月 ༞業生及び

  （の保ㆤ者2名，ᅾ校生出ᖍ，来㈱出ᖍ，ḷၐありࡑ
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